
赤谷川SSS型流木堆積工が完成

技術トピックス

赤谷川流域など筑後川右岸流域では「平成29年７月九州北部豪雨」で同時多発的に斜面崩壊等が

発生。大量の土砂や流木が流出し、多数の人的被害や家屋被害が生じました。

赤谷川流域の中には未だ河床・渓流内に大量の不安定土砂や流木が堆積しており、その流出対策

が急務となっています。支川乙石川流域では、赤谷川への膨大な土砂・流木の流出を抑制するた

め、砂防堰堤の整備に加えて、河道内に貯留施設を整備しています。

流木堆積工は、赤谷川本川と乙石川が合流した対

岸に位置しています。河道の複断面化を図り、複

断面の高水敷に流木を堆積させて、その下流橋脚

群に流木による河道閉塞が起こらないようにする

ことを目的としています。

貯留施設の流木止型式は、単柱式配置で、捕捉し

た流木の除木作業が容易で維持管理に優れている

こと、経済的にも優位であったことからSSS型流

木止が採用されました。
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